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元BOCAスカウト部長（BOCA含む育成歴40年以上）

アベル・アルマダ氏
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池谷 孝(イケガヤ タカシ）氏

世界基準のサッカー育成機関を日本に作るために、
世界トップクラスの指導者を日本に呼び、日本全国の指導者を集めて育成する
そして、日本育成界に新たな旋風を巻き起こす！

育成メンター

②BOCAJAPAN次期育成統括部長について

BOCAJAPAN育成統括部長に就任

元BOCA育成部長（BOCA含む育成歴30年以上）

オスカー・S・レゲンハート氏



南米を代表する名門「BOCA JUNIORS(ボカ・ジュニアーズ)」
元育成部長 オスカー・S・レゲンハート

現役を終えても輝き続ける元プロ選手はそう多くはいません。オスカー氏はまさにその一人。
リーガエスパニョーラベスト外国人賞を受賞するなど、現役時代の活躍も素晴らしいが、指導
者としてのキャリアも素晴らしい。小さな街の街クラブのコーチから、南米を代表する名門
「BOCA JUNIORS(ボカ・ジュニアーズ)」の育成部長にまで上り詰めるオスカー氏の指導力は、

国内育成業界の中でも最重要人物4人の一人に挙げらる程です。

育成部長とは、タレント育成に求められる「５つのプロセス」の全てを管理し、育成の方向性
を示し、クラブの選手、指導者を育てる立場にいる育成の最重要人物のこと。

オスカー氏は、南米のビッククラブ「BOCA JUNIORS」以外にも、同じアルゼンチンリーグ一
部ではありますが、圧倒的に規模が小さい「PATRONATO(パトロナート)」でも育成部長を務
め、クラブのブランド力や資金力に頼らずとも、指導者の質と情熱があれば結果は出せること
を証明してきた指導者です。

だから、わたしたちBOCAJAPANは、今回のプロジェクトでは、日本とアルゼンチン、全く異
なる歴史、文化、価値観の中で、両国の良さを最大限に引き出し、シナジーを起こす必要があ
り、そのためには、このオスカー氏のような経験豊富な指導者の教えがとても大切だと思うの
です。

育成部長とは？



選手としてのプロフィール

• 1975-82：アルゼンチン一部のクラブ「ウニオン・デ サンタ・フェ」でプレー
• 1982-86：スペイン一部の「アトレティコ・マラガ」でプレー
• 1984：スペイン外国人選抜（バルセロナ-スペイン）
• 1978-88：コロンビア一部の「インデペンディエンテ・デ・メデジン」でプレー

選手として得られた賞品

・1983-84：新聞会社「ＡＳ」から スペインリーグ最優秀選手賞を受賞。
・1983-84：新聞会社「ＭＡＲＣＡ」から 最優秀リベロ賞受賞。
・1983-84：ベスト外国人プレーヤー賞を受賞。

スペイン国内で最も有名なスポーツ紙の賞を受賞

リーガNo1外国人に

伝説マラドーナとアルゼンチンとスペインで対戦！
そして、マラドーナの自伝には「削り屋レゲンハート」と記されている！

南米と欧州でトップリーグでプレー

プロの厳しさを学んだ現役時代

マラドーナは振り向かせてはいけない
By オスカー・S・レゲンハート



TOP

RESERVA

4軍(U18 )

5軍(U17)

6軍(U16)

７軍(U15)

8軍(U14)

9軍(U13)

9軍予備（U12）

10軍(U11)

1996年Ｕ13カテゴリー全国1位優勝

1997年Ｕ15カテゴリー全国1位優勝

1997年Ｕ14カテゴリー全国1位優勝

1998年Ｕ14カテゴリー全国1位優勝

2001年Ｕ15カテゴリー全国1位優勝
2007年Ｕ15カテゴリー全国1位優勝

2002年Ｕ14カテゴリー全国1位優勝

2009年Ｕ17カテゴリー全国1位優勝

2010年サテライトU23全国1位優勝

2011年サテライトU23全国1位優勝

2019-20年BOCA育成部長就任

2012-18年
アルゼンチン一部パトロナートFCの育成部長を務める

1997年ベルガモU16優勝（イタリア）

2003年エウロボエツボールU20優勝（オランダ）

2003年ジェルセイU20優勝（イングランド）

2004年グロニンゲンU20優勝（オランダ）

2004年デルボ―グU20優勝（オランダ）

2009年南アフリカ国際U20優勝（南アフリカ）

最近では、オスカーがパトロナート時代に発掘したルイス・バスケス(19)が次世
代のBOCAのエースとして期待されている

来日時には
BOCAJAPAN
サッカー教室の
講師も！

南米を代表する名門

ボカ・ジュニアーズの育成部長に就任

BOCA育成年代最多タイトル保持者！

日本の可能性を信じる世界基準の指導者
来日

2003年
2004年
2005年
2007年
2009年
2012年

国際タイトルも数多く獲得！

小さなクラブで大きな結果を出す方法を学んだ

パトロナートFC育成部長としての経験値

これぞ世界基準！

国内タイトル総なめの勝負強さ

原石の才能を開花させる「５つのプロセス」を知り尽くす男

アルゼンチン育成界を代表する指導者に



(写真の選手達はそのごく一部）

今まで数多くの世界基準の選手を世に送り出してきたオスカー
アルゼンチン国内では、最も重要な4人の育成指導者の１人と言われている



スカウトとは？

アルゼンチンの育成の根本にあるのは、「選手は育てるものではなく、生まれてくるもの」と
いう考え。これは、人はそれぞれ、自分の個性を持って生まれてきており、それを最大限に活
かすことが、その人の可能性を最も開花させる一番の近道だという考え方だと言えます。だか
ら、アルゼンチンで育成は、選手を育てる以前にその選手の個性を発掘するスカウトの仕事は
昔からとても重要視されています。

日本との圧倒的な違いは、選手を見てきた数とスケール感。年間４～5万人。これを、休みな
く、全国各地をまわって行います。オーディション会場に集まるタレントの卵を見るのではな
く、自分自ら各地に出向き、ストリートミュージシャンまでをも原石が眠っていないかチェッ
クしているイメージです。

原石はどこに眠っているかはわからない。その原石が小さな村で誰の目にも発見されずに終
わったら、そこで終わりです。しかも、南米の場合、発見されても選手が恵まれない環境にい
る可能性も充分にある。そういった時に、選手の家庭問題、クラブとの調整など、様々な面で
選手を支え、その原石が原石のまま終わらないよう努めるのが、アベル氏のような真のスカウ
トマンの仕事です。

年間約４～５万人の選手を自らチェック

30～50名の選手に絞り込む

育成部長
オスカーが最終チェック

南米を代表する名門「BOCA JUNIORS(ボカ・ジュニアーズ)」
元スカウト部長 アベル・アルマダ

『A los jugadores hay que salir a buscarlos』
（良い選手は自らの足で探しに行く）

0.075％～0.1％
育成年代



知将マルセロ・ビエルサと
ニューエルズ時代に同期

アルゼンチンの育成の名門「ニューエルズ」にて指導者としてのキャリアをスタート。当時、
ニューエルズは、オスカー氏の師でもあるホルヘ・グリファ氏が育成部長を務めており、今

ではアルゼンチンを代表する名将であるマルセロ・ビエルサ氏もアベル氏の同期であ

り、元FCバルセロナで監督を務め、現メキシコ代表監督も選手として子弟関係にあったとい
うのが驚きである。

アベル氏の履歴書には、自身の詳細なキャリアについて書かれていない代わりに、今まで発
掘、獲得、育成に携わってきたプロ選手のリストが載っており、その数は数百を超え、中に
は、現役時代アルゼンチン代表として活躍し、今では指導者として世界中で活躍する超一流
の選手の名が数多く並んでいる(別紙参照)。

オスカー氏とは、BOCAJUNIORS時代からタッグを組み、それ以降、オスカー氏の「目」と
なり、国中をまわり、選手発掘を行ってきた。サッカー選手のタレント発掘は彼の人生その
ものと言える。

現パラグアイ代表監督ベリッソも教え子

現メキシコ代表監督マルティーノの師でもある

現PSG監督ポチェティーノも教え子

現アルゼンチン代表
監督スカローニも教え子

アルゼンチンを代表する名監督たちのリスペクトを受ける

原石発掘のプロフェッショナル



アルゼンチンサッカーを代表する原石を発掘

アベル・アルマダ氏過去スカウト選手リスト(一部) 水色枠 後にアルゼンチン代表になった選手



国内の選手・指導者育成でトップレベルの育成指導者の協力

元清水エスパルスアカデミーセンター長
JFA国際交流・アジア貢献活動 中国四川省成都
現アカデミーU-19テクニカルダイレクター

Jリーグ育成界トップレベルの実績
現在は、日本(JFA)を代表して中国へ

中国でのミッションがある為、しばらくは、
オンライン(遠隔)でサポート

BOCAJAPAN育成アドバイザーに就任

日本的視点、アルゼンチン的視点の両方を持ち、正しい道(本質)を見極められるように

IKEGAYA TAKASHI

池谷孝氏


